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新しい茶業に向かい

殻を破れ!!

静岡県立大学 中村順行

新しい茶業に挑戦することが必要

ダーウイン
生き残るのは最も強いものでもなく
最も知力に優れたものでもない
最も変化に適応できるものである

ドラッカー
社会に生き残る道は
変化に対応するのではなく
変化を創造することだ

①社会・経済的ニーズの変化

②需要ニーズの変化

③生産様式の変化

④生産環境の変化

⑤新品種の登場

生産力

高品質

例； 品種普及の変遷

早出し、品質向上(在来種からの選
抜) ⇒ 生産力増強(多収性品種)

⇒ 輸出用茶種への対応(紅茶用品
種) ⇒ 多収性・生産安定(耐寒性品
種) ⇒ 高品質(やぶきた後代) ⇒
各種需要に対応、機能性

多様化(文化性、
簡便性、機能性)

差別性

時代は変わる

お茶は成長産業?!

１ 海外でブーム → Cool Japan(洗練)

２ 和食の文化～お茶でおもてなし～

３ 健康寿命の延伸 → お茶のある生活

４ 自然健康志向 → 健康商品の増加

５ 価値の多様化 → 自分に合ったお茶

６ ハラール圏の台頭 →人口増,ノンアル

７ 自然循環機能重視の世界 等々

社会経済、生産生活環境等の変化が茶の需給に影響
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世界の茶の生産量と緑茶比率の推移

全生産量 緑茶生産量 緑茶比率％

緑茶は機能性の高ま
りから増加している

世界における茶の生産の現状

世界的には、茶の生産量は緑茶に関心が
高まり、毎年10万t程度づつ増加している。

インド

ケニア

スリランカ

茶業の好況を受け、コスト低減のため
手摘みから機械摘採が急速に進展 静岡県内の茶栽培農家数の推移

一方、日本では
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国内消費量と生産者価格の推移

国内消費量は伸び悩み、価格の
低下(特に一番茶)が著しく、生産
農家は急減している
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茶飲料

他の茶葉

茶類の購買金額の推移

しかしながら、消費価格の現状はどうか？

昭
50

平
23

各種飲料の購買金額 儲かっていた時代に比較し、茶類の購入金額
は増加している (最近は、停滞している)

煎茶

84%

覆い茶
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番茶
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その他

0%

煎茶

66%

覆い茶

7%

番茶

25%

その他
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112,108 ｔ

54,720 ｔ

84,733 ｔ

88,290 ｔ

茶類全体
115,710 ｔ

茶類全体
120,037 ｔ

茶類全体に対する

煎茶の比率

７３．６％

茶類全体に対する

煎茶の比率

４７．３％

昭和50年

平成25年
加工用原料
(推定値) 

28,160 ｔ

一番儲かった時代に比較し、茶類全体量はやや減
少しているが、茶種の多様化と原料茶が増加し、煎
茶の比率が減少した。

儲かった時代と需給構造が変った!!

平成32年(2020)
中村予測

煎茶は益々
減少し
４万t以下
に？

37,500 ｔ

伸びている茶種は？

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

19
6
5

19
70

19
75

19
8
0

19
8
5

19
9
0

19
9
5

20
0
0

20
0
5

20
0
8

20
10

20
13

0

5000

10000

15000

20000

25000

かぶせ茶の生産量の推移

番茶の生産量の推移

0

1000

2000

3000

4000

5000

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020

0

1000

2000

3000

4000

1980 1990 2000 2010 2020

輸出茶の推移

抹茶の生産量の推移(桑原推定)

ティーバッグ販売量の推移

急須いらず
の簡便化

簡便化、食
品素材、機
能性など

日本茶の
認知

時代の要求に応じて生産量が増大
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美味しくて簡便に飲める茶も必要

ティーバッグ,粉末茶類の利用も増加

粉末茶の様々な食材への利用
茶業王国を保守せよ!!

プライスリーダーの重要性
価格形成を譲るな!!

(岩崎先生)
・一番高い山は？
・一番大きな湖は？
・一番のじゃがいも産地は？

3000

4000

5000

6000

7000

円
／

世
帯

・
年

緑茶 茶飲料

50

52

54

56

58

60

62

64

66

仕上茶出荷額シエアの推移

静岡県と鹿児島県の生産量の推移

リーフ茶と茶飲料の購入額の推移
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リーフ茶
急須

粉末茶
ティバッグ
ドリップ

茶園の機械化栽培体系

茶園管理
システム

日本型
発酵茶

蒸製製
茶機械

新殺青乾
燥器械

茶ドリンク
昭和50年
代後半

にごり茶
ドリンク 業務用茶

(やかん）

RTD、給
茶機

蒸し製煎茶(昭
和30年代)

輸出
用茶

持続的発展のためには進化が必要 限界を知ること
☆限界の規定要因は?!
☆未来の予測

☆茶への要求は高い

☆しかし、茶の需要が変化している

×供給の変化がない ⇒ 需給の歪み

例

・ 電話 ⇒ 携帯
・ レコード ⇒ CD
・ テレビ ⇒ 薄型
・ 写真 ⇒ デジカメ
・ 野菜 ⇒ カット野菜
・煮物 ⇒ サラダ

飲用方法にも変化が 現在の生活の中では
お茶を飲む風景も激変しています
⇒ 生産されるお茶も変わります

番茶 ⇒ せん茶 ⇒ 茶素材

茶の潜在需要は高い

インターネット調査 2,052人(2006)
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インターネット調査 2065人、複数回答(2006)

好きなお茶の種類は？

9割以上はお茶を好むが ？？、その種類はＲＴＤ、リーフ茶など多く、夏場には冷たい
麦茶やウーロン茶に人気が集中する。

お茶の潜在需要は大きい
緑茶を好む人は多いが？飲用は少ない

緑茶の嗜好性 緑茶の飲用頻度

�緑茶を好む人は年代、性別を問わず約８割と非常に多い。

�急須の緑茶を毎日飲む人は、60代は約６割、20代は２割程度と若い年代ほど低い。

�緑茶の飲用意識と飲用頻度にはギャップがあるが、若い年代も緑茶の潜在需要は

高いと考えられる。
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平成23年

インターネット
アンケート結果

静岡、東京1000名

二極化は進む?!

一般商品に比べ、品質や信頼性が高く、歴史があり、高級感をもち、
差別化･付加価値の付いた商品で消費者ニーズに適合したもの。

ブランド化の優位性

価格競争からの脱却

安定した需要の確保

消費者が、他の類似商品と見分けられ、 商品の良さを認識し
ロイヤルユーザー(継続購入者)として価格競争を乗り越えて購入
してもらうため

ブランド化

低コスト化 消費者にとり差別性のない商品のため価格競争になりやすく、幅広
く、大量に売ることにより利益を上げる上でコストを削減が必須とな
る。

これではブランドにならない

品質が優れています(優れていない商品を売るな)

おいしいものです(他のお茶も美味しいです)

昔から作ってます(何が特徴ですか)

高級煎茶です(どこが他の高級煎茶と違うのですか)

一番茶です(大部分のお茶が一番茶ではないですか)

マーケティング
顧客の創造

ブランディング
顧客の確保

・異業種とのコラボ → ホテル、洋菓子屋、花屋‥
・プチ贈答文化 → 記念日の贈り物

： 自分へのご褒美も含めて

：

・付加価値の付与
・差別化の強化

プチ贈答文化
日常飯事のお茶を
ハレの日の愉のしみに
ハレの行事とセットに

高いものを安く売ってはいけない
安いものを高く売ってはいけない

高いものをさらに高く
安いものをさらに安く

ブランディングは必要

付加価値を付けることにより
価格を上げよう!!
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差別化要因としての地域資源の掘り起し

①自然環境、地形、風土
富士山、山間地、風景、急傾斜地

②歴史・文化
徳川400年、聖一国師、清見寺

③生産加工方法
品種、栽培方法、加工方法

④飲み方、愉しみ方
しずく茶、ヌーボー、

⑤パッケージ、容器、袋

情報、PR（周知が重要）
総体としてのブランド

日本茶と緑茶を
区別せよ!!
☆文化性
☆高品質
☆安全性

六次産業化・地産地消法

（事業内容）

自らの生産等に係る農林水産物等をその不可欠な原材料
として用いて行う新商品の開発、生産又は需要の開拓

自らの生産等に係る農林水産物等について行う新たな販
売の方式の導入又は販売の方式の改善
（経営の改善）
農林水産物等及び新商品の売上高が5年間で5％以上増
加すること

農林漁業及び関連事業の所得が、事業開始時から終了
時までに向上し、終了年度は黒字となること

基本的には、ヒトが
必要とするものは
何でもお金になる

お金にできるかで
きないかは販売者
しだい

足助の寒茶

地理的表示（ちりてきひょうじ、テロワール ）

ある商品の品質や評価が、その地理的原

産地に由来する場合に、その商品の原産地

を特定する表示である。条約や法令により、

知的財産権のひとつとして保護される。

フランスのボルドーワイン（ボルドー産）、イ
タリアのゴルゴンゾーラチーズ（ゴルゴン
ゾーラ産）、スイスのエメンタールチーズ
（エメンタール産）などが狭義の地理的表
示にあたる。

どこで作ったかによる差別化。
消費者に本山、清水を納得さ
せることが可能か？

平坦地

低コスト・生産力の向上

機械化の推進 早晩生品種の活用、茶園整備

優良農地の集積 共同管理(施肥、防除、摘採等)
加工コストの削減 ⇒ 工場の効率化、新製造法の導入

低コスト生産技術

従来の煎茶工程 220分
新規製造法 80分

高温加湿熱気製造

機械化・IT化を駆使した低コ
スト茶生産システムを構築する

ハンマーナイフモアの活用

低コスト生産対応加工機の導入

超熱機

CTC

ネット乾燥機

炒蒸機

ピュアグリーンの体制メリット：計画摘採、品質向上、
労力削減、雇用活用

茶工場の経営体質の強化

担い手の減少、遊休茶園の増大、体質強化策として茶園共同運営
管理体制も必要になってきている
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お茶で儲かる!!!

１．現状を把握する
ひと、生産方式、工場運営、茶業界、商品、消費者、流通、など

２．コンセプトを明らかにする
どのようになりたいのか(止めるのか)
いくら儲けたいのか

３．事業を実現するためのデザイン化
コンセプトを実行するために行うべきこと
そのための取り組み

このままでは自然消滅
⇒ 変化が必要

チャレンジあるのみ!!!

４．スケジュールの作製
何を一番に取り組むのか、いつまでに行うのか
何を捨てるのか

５．アイデアを出す
スケジュールを実行するためのアイデアを出す
まずは行動ありき
がむしゃらに突き進む

６．組織を創る
行動を効率化するための組織を創る
数値で行動が判断可能な組織とする

あなたの工場はどの道を選ぶ?!

大きな変革には垂直型
組織が有効

チャレンジす
るものの足を
引っ張るな

茶を産業として成立させる
・雇用の創出
・地域への還元

地域を守る
・茶工場への協力(運営に口を出すな)

後継者の養成
・能力主義

静岡県立大学 中村順行

日本茶輸出額(農水省)

６０→１５０億円へ!!
日本茶輸出額(農水省)

６０→１５０億円へ!!

捕捉
日本茶の輸出

ドイツ 140トン
7.7億円

アメリカ 1406トン
30.1億円

カナダ 188トン
3.1億円

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 205トン
6.1億円

台湾 365トン
4.2億円

日本茶（緑茶）の主な輸出先(H25年度)

全体 1位 2位 3位
H20 1,701 アメリカ 776 カナダ 162 ドイツ 124
H21 1,958 アメリカ 1,063 カナダ 149 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 131
H22 2,232 アメリカ 1,136 カナダ 172 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 169
H23 2,387 アメリカ 1,228 カナダ 198 台 湾 171
H24 2,351 アメリカ 1,127 台 湾 262 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 257
H25 2,848 アメリカ 1,406 台 湾 365 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 205

近年の緑茶の輸出状況 (単位:ﾄﾝ)

タイ 131トン
2.1億円

香港 78トン
2.1億円

マレーシア 78トン
1.3億円

フランス 56トン
1.5億円

オランダ 29トン
1億円

日本茶の主な輸出先(平成25年度)
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輸出国の把握・選定

数量(t) 金額(百万

円)
数量(t) 金額(百万

円)
円/kg 数量 金額 紅茶

韓国 17.8 14.0 7.2 14.7 2 ,050 0.4 1.0
香港 66.0 111.1 77.7 172.6 2 ,221 1.2 1.6
台湾 21.8 52.2 378.1 439.9 1 ,163 17.3 8.4
中国 0.6 3.3 22.5 45.9 2 ,036 35.5 14.0
シンガポール 67.5 168.5 213.4 641.7 3 ,007 3.2 3.8
タイ 23.1 56.5 132.4 220.2 1 ,662 5.7 3.9
マレーシア 12.1 22.3 66.4 132.2 1 ,991 5.5 5.9
イギリス 22.7 52.0 25.6 73.3 2 ,859 1.1 1.4
ドイツ 101.8 151.0 154.5 456.8 2 ,956 1.5 3.0
フランス 17.8 64.3 56.0 153.4 2 ,737 3.1 2.4
イタリア 13.8 20.8 10.8 19.1 1 ,765 0.8 0.9
オランダ 37.4 78.9 30.4 109.7 3 ,608 0.8 1.4
スイス 3.1 8.4 8.8 33.3 3 ,792 2.8 4.0
カナダ 56.1 59.0 189.4 318.9 1 ,683 3.4 5.4
アメリカ 253.5 415.5 1444.0 3129.8 2 ,167 5.7 7.5
ロシア 1.2 4.2 2.9 7.4 2 ,534 2.5 1.8
　※　1)、2)；茶関係資料(2003、2014版)、公益社団法人日本茶業中央会編

           Commodity Problems {Intergovemmental Group on Tea 2012} Colombo, SriLanka

      4)；推定緑茶消費量＝(2013年茶生産量2),3)＋輸入量3)）－推定紅茶消費量

       3)；Annual Bulletin of Statisics(2014) International Tea Committee, Committee on

輸出国

増減比較
(2013/2002)

2002年1) 2013年2)

国名 茶種
調査
数

平均金額
(円)

金額の幅(円)

煎茶 5 637 372～900
玄米茶 3 293 202～420
ティバッグ 9 22 15～35
煎茶 7 719 379～1,048
玄米茶 1 1,225 1,225
ティバッグ 2 20 20
煎茶 6 1,460 542～2,437
玄米茶 2 1,787 1,623～1951
ほうじ茶 1 671 671
ティバッグ 1 19 19
煎茶 4 1,275 473～2,298
抹茶 3 3,925 2,152～6,888
玄米茶 1 278 278
ティバッグ 4 50 37～64
煎茶 2 1,089 264～1,914
抹茶 5 3,404 2,475～4794
玄米茶 2 374 348～400
ティバッグ 2 79 73～85
煎茶 8 2,078 1,100～3,542
抹茶 1 11,000 11,000
玉露 1 4,982 4,982
玄米茶 2 1,414 720～2,108
ほうじ茶 1 900 900
番茶 1 675 675
ティバッグ 6 47 38～61

※　データはJETRO「世界の農林水産物・食品小売価格(2011～2012)」より改変

※　茶の金額は円/100gとし、ティバッグは円/１バッグ当たりに換算した

ロシア

台湾

米国

中国

フランス

イギリス

51

85 85

65

49

15 14

25

1
10

茶を飲む比率 茶の飲み方 茶種 形状

茶以外

紅茶アイスティ

その他茶
その他 リーフ

RTD

ティバッグ

緑茶

輸出国の実態などは

米国における茶飲用の実態

米国における緑茶輸入国の推移

世界における緑茶の生産量と
輸出量(2012)

生産量
約150万ｔ

輸出量
約33万ｔ

2009 2013 伸び率
インド 604 3.9 1036 4.6 1.72
中国 8546 55.6 14234 63.2 1.67
日本 1416 9.2 1700 7.5 1.20
ドイツ 1165 7.6 732 3.2 0.63
ブラジル 314 2.0 508 2.3 1.62
台湾 375 2.4 426 1.9 1.14

合計 15236 99.1 22534 100.0 1.48

Internatioal tea committee

輸出を行うに当たり

輸出対象国の情報取得
嗜好性、市場規模、販売先、価格、購買層など

輸出対象国の規制把握
検疫、食品衛生関係、表示ラベル、税制、残留農薬など

輸出茶の生産
茶(リーフ、粉末、ティバッグ)、商品価値

直接貿易

直接外国茶業関係
者などと取引

間接貿易

日本の商社や流通業
者等を通じて取引

受託生産

日本の商社や流通業
者等からの受託生産

海外輸出上の主要課題

輸出対象国によりマーケットや規制は異なる
１．輸出対象国の把握・選定

２．輸出対象国の市場調査(ニーズなど）

香味

価格

差別性

残留
農薬

商品 輸出茶
の生産

輸出対象国に
より異なるMRL

に対応した防
除法

緑茶か萎凋・
発酵茶か

リーフ、粉末
茶、ティバッ
グか

高級茶？
か低コスト
茶で勝負
か

他国産茶との
違いや物語
性の付与

輸出茶の生産に拘わる主要課題

ターゲット
が大切!!

中国緑茶との比較(米国)

輸入量 価格
トン ﾄﾞル/kg

中国 14,234 3.8
日本 1,700 19.4

比較 0.12倍 5.11倍

不適格検体数の多い薬剤の一例 薬剤の種類による残留パターン(野茶研、佐藤)
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静岡県におけるEU向け栽培体系（案) 静岡県における台湾向け栽培体系（案)

静岡県における米国向け栽培体系（案)

高温加湿熱風
による殺青技術

熱効率を高めた

簡易で高品質なてん茶、
CTC緑茶の製造技術

冷風萎凋による新香味緑茶製造技術

海外ニーズに対応できる
多様な茶加工体系の実証

新型揺青機

炒り葉機

香りの高い釜炒り茶
の製造技術

高品質釜炒り茶

炒蒸機

ネット乾燥機

低温萎凋機

栽培と加工技術を組み合わせた輸出対応型生産体系の実証

日本茶輸出額
50.5億円

病害虫複合抵抗性品種
「みなみさやか」

サイクロン式防除機

輸出対応型
大規模栽培体系の確立

病害虫に強く、香り
が強い品種の活用
病害虫に強く、香り
が強い品種の活用

紅茶・半発酵茶用品種
「べにふうき」

輸出対応型
栽培体系の実証

販売戦略
（マーケティングプロジェクトと連携）

日本茶輸出額
１５０億円に！

海外市場に対応した粉末茶のマーケティング戦略の構築

目的： 日本特有の高付加価値型商品である抹茶を含む粉末茶の競争力をより一層高

め生産所得を向上させるため、他国産との差別化や他用途利用による需要拡大、販売

促進等を前面に打ち出した粉末茶マーケティング戦略を構築する。

ねらい：

①研究対象：文化性が高く、付加価値のつけやすい粉末茶

②対象市場：輸出の約半分、多民族国家の米国市場

③商品グレード：トップグレードの飲用、他用途粉末茶

・他国産との内容成分による差別化
・成分増強法の現場への波及
・成分による日本産品質のデフォルト化

粉末茶マーケティング戦略の構築

今回の研究対象

食品素
材場面

飲用場面

高品質粉末
茶利用食品

簡便飲用茶

粉末飲用茶 香味と機能性を
活かした飲食物

緑色を活かした飲食物

高品質飲
用粉末 茶

海外茶市場の構造モデルの提示

粉末茶リーフ茶

④戦略の波及：マニュアルの作成、他国に波及

⑤達成目標：日本茶輸出倍増化

八女茶の輸出について 事例
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八女茶の輸出について 事例 八女茶の輸出について 事例

八女茶の輸出について 事例 静岡県での対応

茶
生
産
農
家

・

共
同
茶
工
場
等

茶
商
工
業
者
等

マッチング バ
イ
ヤ
ー

海
外
の
消
費
者

シンガポール
アメリカ合衆国
ＥＵ

海外サポーター

県、茶関係団体、JETRO ほか

静岡茶輸出拡大協議会（仮称）

情報
収集・提供

静岡茶の
情報発信

情報収集

： 商品(茶）の流れ

商談会・
見本市出展

支援

茶
生
産
農
家

・

共
同
茶
工
場
等

茶
商
工
業
者
等

マッチング バ
イ
ヤ
ー

海
外
の
消
費
者

シンガポール
アメリカ合衆国
ＥＵ

海外サポーター

県、茶関係団体、JETRO ほか

静岡茶輸出拡大協議会（仮称）

情報
収集・提供

静岡茶の
情報発信

情報収集

： 商品(茶）の流れ

商談会・
見本市出展

支援


